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順調に育った「こんにゃく芋」は、スクー,

パートプーの皆様のご協力を得ながら、7組の子

どもだちが美味レいこんにゃくにしました。歯ご

たえや昧も申し分ないこんにゃくに仕上がり談

レた。こんにゃく芋は玄関にレばらく展示します

のでどうぞご覧ください。また、地域の皆様をお

招きして「ふれあい給食」を実施し薮した。教育

目標の「つながる」を具現化する大切な学校行事

です。お客様をお迎えする準備をしたり、一緒に

レクや歌を楽しんだり、お話をしながら給食をと

つたりと良い経験をさせていただきました。町会

長をはじめ地域の皆様のご協力に感諭申し上げ

ます。さらに新鶴見文化祭では、ゲームや催し物

で楽レい経験をしたり、おいレい殊斤鶴見なぺ」

に舌鼓を打ったりと充実レた時間を過ごさせて

いただき談した。多くの皆様に子供たちの健全な

育成に関わっていただいていることを改め感謝

いたし談す。ありがとうございます。

新鶴見小学校長濱田哲也
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峠雁張小学校★

新鶴見通信

10月27日の新鶴見ホーム秋祭りは、

お子様がたが屋外ステージ,の演奏や演技、飲食
ブース、ゲームコーナー等を楽し荻れているお

姿を拝見し、とても嬉しい一日でしだ。江ケ崎

町内会、江ケ崎地区社協、ボランティア、事業

所の皆さんのご協力のお陰で、事故もなく、安

全に、盛況のうちに無事終えることができまし

た。1山から感謝申し上げます。

今年は9月、10月と関東地方直撃の台風が

続きました。特に台風19号では、江ケ崎卸に

警戒レベル4が発令され、当ホームでは新館1

階のお客様に2階・3階へ垂直避難していただ

きました。引き続き防災意識を持って、 Uつか

り取り組んでいきたいと思います。新レい年も

鯱雁覗ホ・ム★

yp

市内の区社協と連携を図り

つつ、都道府県社協に準じ

た活動を行っています。

<鶴見区社協の事業>
・地区社協支援・ボランティアセンター

・福祉教育・善意銀行(寄付の受付等)
'助成金等による団体支援

・福祉保健活勤拠点運営・移勳情報センター
・送迎サービス・あんしんセンター

・広報紙の発行,生活福祉資金貸付

・福祉関係団体事務局(共同募金、日本赤十字等)
など

＼、4多=..

ル峠北。姥始郎一駐醇。父肺
'臨時休館というなかなかできない体験を致し薮し

赤ちゃん会、子育て広場

0高齢者支援

昼食会、ゆうゆうサロン、サロン,サルビア、
ゆうゆうサロン料理教室、日帰りバス旅行

0広報
「結いしんぷん」発行

0講座

障害理解講座、認知症サポーター餐成講座
0ボランティア

施設へのボランティア派遣、
お祭りでの模擬店出店 など

★来h官鳥兒ノ」＼

ニミ1ニティノヤフス★

た。そして何よりも行事が目白押しでUた。

「史季の郷」と共催のさんまフエスティバル。

若いお父さんが汗だくでさん談を焼いてい談した

300尾!!裏方さんに拍手です。そして新鶴見文

化祭。町内会をはじめ地域の皆さん、学校の先生、

保護者、しんつるサポーターズの方勾と共に作り

上げた2日間は貴重な体験となりました。ありが

とうござい家した。12月にはクリスマスコンサー

トも開催。とても寒いという予報でしたが、大斡

の親子で会場は盛の上がり、みんなで歌い、サン

タさんからプレゼントをもらいました。これから

冬本番、散歩のついでに、お買い物の途中にコミ

ハでお身体を温めてください。おまちしてい薮す。

新鶴見小コミユニティハウス館長川田恵利

江ケ崎町福祉だより第49号

餓罍罍罍罍罍競罍鯉鯉罍幾題罍罍罍
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結いしんぶん

どぅぞよろしくお願い申レ上げ荻す。

新鶴見ホーム所長

゛斗

食新ぞ二見公園禽:ニニン,'
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この秋は台風に泣かされ談しだ;盆園U/'

社会福祉協議会(以下、社協)は、社会福祉法に基づき都道府県・市町村に設置されたえが
は

"地域福祉の推進"を目的とした団体です。

樹木が折れ大変でUた。安全・安脚・清

潔で遊んでいただくこと事を目指し、清

掃や花壇の手入れを頑張っています。公

園で遊ぶ子供たちのためにも、ごみは各

自持ち帰りに協力をお願いいたします。

毎月第2・第4日確日の午前中に公園の

草刈り・清掃を行っています。ポランテ

イア活動のできる方のご協力をお願いし

家す。

新鶴見公園愛護会菊池戯徳

.

全国社協 1か
全国の福祉関係者
の連絡・調整、社
制度改善に向けた

に関する図書・雑

わる人材の養成・

罍罍罍罍罍罍罍罍罍餓罍罍罍罍鯉罍

社会福祉協議会ってどんな組織?

森永_ノ

」一＼＼ミ、
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福祉施設等事業者
福祉のさまざまな
り組み、社会福祉

の刊行、福祉に関
修など

編集後記

2019年も押し詰まってまいりました。予定の

行事が無事開催できましたこと、お礼申し上

げます。来年2月1日(土)には若いお父さん

のための「パパの子育て講座」を開催いたし

ます。沢山の参加をお待ちしています。

発行日 令和元年12月25日

江ケ崎地区社会福祉協議会発行所

発行者黒川修三 045-583-5225
〒230-0002

横浜市鶴見区江ケ碕岡21-4

____________^__^^ 1中高校における福祉教育の推進、「福祉人材センター」に

多様な福祉二ーズに応えるために地域の^ー^ーーーー^ーー

1艇泌訊触郎隷齢山六"躯
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多くの人びととの協働を通じて活動して,_________________________________,_______

います0 1<江ケ崎地区社協の事業> 1
__._、____,______,,___,_,_________。,__________,.0子育て支援,

神奈川県

一『

横浜市

都道府県社協 47か所

市区町村社協と連携した事業の実施、福祉サービスに関

する苦情の相談受付、生活福祉資金貸村、福祉関係者に

対する専門的な研修事業の実施、市区町村社協のボラン

ティアセンターとの連携によるボランティア活動の振

興、災害時の災害時ボランティアセンター立ち上げ、小

'、";三三毛ι二、二1釜志

指定都市社協一一Ξ16'^
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「第25回新鶴見文化祭」お礼
新鶴見小コミュニティハウス川田恵利

11月23日(土.祝).24日(日)の両日開催いたしました「新鶴見文化祭」、雨にも負けず、
風にも負けず、盛大に行うことができました。前日の準備も大雨のなか、机を運んだり、ゲート
を設営したりと町内会の皆さんが合羽を着て大奮闘していらっしゃい家した。誰一人とレて、開
催を危ぶんでいないところが、凄い!というか頼もしかったです。

ここ何拜かも、雨が降らなかったことがない、とのことで、異動してきた私が原因かしら?と
ちょっと頭をよぎったのですが、 24日は晴れ問も出て、安堵いたしました。

模擬店、作品展、ステージ発表と、地域と一体となってのコミハ行事ですが、コミハの力なん
ぞ、ほんの僅か、 9 割以上が江ケ崎町内会・矢向一丁目町内会の方Rのご尽力です。本当にあり
がとうございました。

小さなお子さんからご年配の方凡まで楽しんで頂けましたし、何事もなく無事お片付けまで終
了いたし家た。これもひとえに皆様のご協力があってこそと感謝レております。この場をお借の
して致しまして、お礼の言葉とさせて頂きます。

「民生委員・児童委員」が改選されました
民生委員.児童委員は、 3年に1度、全国一斉に改選され茂す。

ことし(令和元年)は一斉改選の年にあたの、江ケ崎地区では、次の5名の方々が、12月1日付け
で、厚生労働大臣の委嘱を受け、その任に就かれました。

任期は令和元年12月,日から令和4拝11月30日までです。

愉

江ケ崎靭東

担当地区

2 江ケ崎町南

3

4

江ケ崎町西

江ケ崎町11~2

(16-1フクレストシティアクァグランデ除く)

江ケ崎町

サルビア

5

江ケ崎町1~9

(8~63クレストグランディオ横浜除く)

江ケ崎町

クレストシティ

アクアグランデ

担当地域

<地域包括支援センターより>

「元気だからこそ、楽しく終活j備えて安心特集」
最近よく閉く「終活」という言葉ですが、これから年齢を重ねていく準備は

どんな気持ちで取り組めぱ良いでしょうか?また、何を準備すれぱ良いでしょうか?

《李ず侍準備する時の気持ち》

自分の老いや最期を想像してさみしい気持ちになるのではなく、これまで自分

がどんな人生を歩んできたか懐かしく振り返り、今は何を大事にしていて、今後

は何を楽しもうか想像しながら、明るく前向きな気持ちで準備していけると良い

ようです☆

《大事なこと、ご自身の想いを形にしてい琴すか?》

なかなか日頃は言えないけれど、ご家族や関係者に伝えたいこと、書き残した

いこと。独り身だからこそ伝えたいこと、書き残しおきたいこと。言われてみれ

ぱ思い当たることはあると思いますが「それを形にしているか?」となると、し

ていない方がほとんどだと思います。

江ケ崎町10、 23~26

江ケ崎蹄8-63

(クレストグランディオ横浜)

◇◆◇ 2019年度鶴見区社協麓助会費のご報告◇◆◇

江ケ崎町 16-17

(クレストシティアクァグランデ)

個人賛助会員

法人賛助会員

民生委員

鈴木精一

件数

時田清隆

275件

松田文子

34社

神保薫

再

会費納入額

315,000円

新

篠窪進

205,000円

广_S準になヤ/ート》_____^_
もしも手帳

病気やケガで、自分の気持ちを伝えられなくなった時のために、

再

新

会費納入金額

治療やケアについて簡単なメモを書き残せる手帳です。

わになる/ート(鶴見区版エンティング/ート)

☆令和元年改訂パージョン☆

再

520,000円

丁寧に自分のことを振り返り、今後に向けての想いや日々の生活に重要なことが婁

けるノートです。鶴見区の旧バージョンで、シンプルに書ける項目の少ないエンディ

還元額(55%)

(令和元年12月1日現在)

ングノートもあります。

【ノートの項目】

わたし自身のこと

もし介護が必要になったら

3 財産について

4 医療・終末期について

⑤相続・遺言について

⑥葬儀・お墓について

285,000円

※ただし、これを読んだご家族や関係者の方が嫌な気持ちになったり、採め事の

原因になることもあるので書かない方が良い場合もあります。ご注意を!

《この手帳や/ートのもらえる場所》

鶴見区役所や矢向地域ケアプラザにありますので、ぜひお気軽にお問い合せくださいj

矢向地域ケアプラザ地域包括支援センター 045-573-0020

もしも手蛾
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4β女ケ身41疹出か

新鶴見ホーム・園芸ボランティアについて

鴨志田正晴

新鶴見ホームは平成12年5月、横浜市では最も大規模な特別養護

老人ホームとして開所レました。

開所から2ケ月過ぎた夏、庭の草取りや、簡単な樹木の手入れなど

を、地域で協力していただきたい、それに加えて「ホームの隣地」を

農園として開墾し、入所者のみなさんに土の感触を味わってもらいた

い、季節の野菜や花を栽培する楽しみを生活の中に取り入れてあげた

いので、協力いただけないかなどの要請がありました。

「ホームの隣地」とは、当時横浜市が「道路予定地」と指定した土地

で、道路が出来るまでの期間、ホームで使用させてもらうとのことな

ので、開墾し畑とすることにしました。

町内会長とも協議した結果、社協が中心となってボランティアを募

ることになり、 30名の方が手を挙げてくれました。

コンクリートの大きな瓦礫や地中に埋まった枕木などを取り除き、

雑草を抜きとり、耕運機を動かしての作業から、お互いにより親しい

関係が生じました。

こうして平成 13年4月、農園は完成、「新鶴見ホーム・園芸ボラ

ンティア」が誕生しました。

農園は、ホームの1階から5階の各階に振り分けられ、それぞれで

思い思いの作物や花を栽培しました。堆肥や有機肥料により、肥沃な

畑に献身し、各階でトマト、胡瓜,などの果菜類、ジャガイモやサツマ

イモ、小玉スイカなど見事な野菜の収穫を楽レむことが出来ました。

作業日は、原則毎月第

一土曜日の午後3時か

らとしたものの、天候

や作物の生育具合によ

つて変更になることも

しぱしぱあり談した。

農作業などを通じボ

ランティアと職員さん

との交流はもちろんお

互いの交流もできて、

お互いの理解が深めら

れました。

ヲ,'ー、 1・,.,,.1,舞 IV.,1
鷲一^ 匂

=、、

開所から5年目の平成17年、地域から記念植樹を寄贈しようとの

話が持ち上がり、江ケ崎町内有志60数名の賛同をいただき「くすの

き」と「横浜緋さくら」「染井吉野」の植樹も行なわれました。

農園の開園から10年を経過した平成23年、道路予定地であった

農園は、ホームの増設予定地となり、閉鎖することになりました。

やっと軌道にのり始めた農園を何とか続けたいとの思いで、新鶴見

公園近くに残土や瓦礫が山積みされた荒れ地を開墾、整地を行ない

農園として完成させました。

1年余り利用しましたが、

①農園がホームから距離があること

②入居者が高齢になり、参加が出来にくくなったこと

③職員も入居者を離れた農園まで付き添う往復の時間が取れなくなっ

たことなどに鑑み、新鶴見ホームとしての農園は当分の間見合わせる

ことなり、現在は、園芸ボランテイアのメンパーで、自らの健康維持、

介護予防農園として活用しています。
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女今唱ごのバ
おおつかかずこ

大塚和子さん

^ 確ず4き'= 1モザ,一宅'忠^

私は10代半ばでふるさとを離れましたし、その
後、兄弟たちもみな上京しましたので、ふるさと弘
前は、遠くから想う存在となのました。

ーこどものころの思い出

こどものころは、ホントに目立たない子でした。
得意なことと云えぱ、かけっこです。かけっこは

誰にも負けませんでした。好きな教科は社会科、

数はもう大嫌いでしたね。今でも大の苦手です。
中学の部活動は、バレーボール部でした。

弘前と云えぱ、東北の短い夏を楽しむねぶた祭
りです。ねぶた・ねぷたは、青森、弘前だけじゃな
く、県下のあちこちどこでもあるのです。

私も跳人(はねと)で参加したことがあります。
鈴を沢山つけて片足で2回ずつピョンピョンと飛
ぴ跳ねるのです。楽しくて貴重な思い出としよく覚
えています。

無

生まれ:昭和 19年(19U) 2月27日溝乃歳申(さる)年

青森県弘前市富野町

8人兄弟(四男四女) 5番目で三女

趣味:若い頃はー

ボウリング(マイボールで投げていました)

カラオケ(主人と蒲田の方まで行き談した)

フラダンス(気に入った衣装をそろえ家した)

今は一手芸・折り紙・お花など

噌好:好きな食ぺものトマト

嫌いな食ぺものありません

ニプιフニフィ^/b

ゞ武

、之李.出,、="',

鯵ぎ麗券点纏

ーふるさとは、青森県弘前市です

ふるさとは、青森県の西部(津軽地方)の中1山地

弘前市です。青森は、全国有数の農業県ですが、わ
が寡は普通のサラリーマン家庭でした。兄弟8人

は、みなお勤めで、農業に関わる人はいません。
生まれ育った実家のある富野町は、JR弘前駅に

近い市街地で、県道をはさんだ東側一帯は、弘前大
学でした。幼い頃その構内に、よく遊びに行きまし
た。地方都市の都会っ子育ちという感じです。

^

を建ててくれたのです。1階が作業場、2階が住居

でした。この頃はまだ周りは田畑が多く、家力健っ
たのは早い方だったようです。

地方出身の主人は、当時は「地域の仕事は男がや
るもの」が持論でした。

主人はもともとスポーツへの関1山が強く、町内の

少年野球なとで、会場茂での車を用意したりするう
ち、町内会の役員を引き受けるようになりました。

息子ふたりは、剣道に打ち込み談した。中学時代
によき指導者に恵まれ、高校に進むと、兄は国体(国
民体育大会)弟は東日本大会などに出場するほど
の腕前となりました。

地域のみなさんが、大会出場の壮行会を開いてく

れたことを懐かしく思い出します。

平成6年、主人が入っていた「いちりんの会」
でボランティア活動を始めました。はじめてのボラ

ンティアは今もつづく「お一人薯らしの食事会」
でした。

その後「ゆうゆうサロン」「子育て広場」や新鶴見
ホームの「喫茶」「園芸」スクールパートナーの「園
芸」など、いくつものボランティアに係わってきま
した。ボランティアは人様のためだけでなく、私に

とっても勉強になっていることだと感じています。

一昭和36年、上京して大崎へ

中学を終えて1年後の昭和36年、品川区大崎

にいた、直ぐ上の兄を頼って上京しました。
同じころ主人(昭和 19年新潟生まれ)も、兄

を頼って上京していました。

主人も私も、高度成長期の「集団就職世代」であ

り、大井町の電球をつくる工場で働く同僚でした。
この頃は、所得倍増計画が始まったばかりで、金

の卵と云われ、ホントに仕事が忙しくて、おちおち

デートする暇などありませんでした。
主人は、よく仕事をする人で、私の方が、半年ほ

ど年上ですが、頼りがいのあるひとでした。
昭和41年に結婚、主人も私は同じ23歳でした。

一江ケ崎には来たのは、昭和44卸

結婚して3年後の昭和44年、江ケ崎の現在地
(ぱら地区)に来ました。主人の兄さんが、骨を折
つてくれて、主人の溶接業ための工場が付いた住宅

主人は、平成15年58歳で亡くなり談した。

寡族思いの頼れる人でした。
主人の死は大変なショックでした。夫の死を乗

り越えられたのは、地域の皆さんの支えがあり

脚から感謹しております。

インタどユー
「ご主人勝治さん(平成15年逝去、享年59)は、

地域の行事や活勤に積極的に参加され、会計など町
内会役員も務められました。

夫唱婦随の和子さんも、地域を大如にするご主人

の意を継いで、いつもお元気で、熱榔に地域ボラン
ティア活動に取り組まれています。」
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